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採決の結果議案番号・件名

❸

議案第36号
令和３年度国頭村一般会計補正予算（第４号）

原案可決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ×  －

議案第40号
令和３年度国頭村一般会計補正予算（第５号）

原案可決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

議案第42号
やんばる学びの森の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

原案否決
（賛成小数） ○ × × ○ ○ × × ○ ×  －

議案第４３号
国頭村産農林水産物等消費拡大推進条例の制定について

原案可決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

議案第44号
国頭村辺地第八次総合整備計画について

原案可決
（賛成多数） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

議案第４５号
東部周遊拠点施設整備（物販等）備品購入業務物品売買契約の変更について

原案可決
（賛成多数） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

議案第４６号
かいぎんスタジアム国頭電光掲示板改修工事請負契約の変更について

原案可決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

認定第１号
令和２年度国頭村一般会計歳入歳出決算認定について

原案可決
（賛成多数） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

議案第51号
やんばる学びの森の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例について（再提案）

原案可決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

令和３年第6回 臨時会(8月)
議案番号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

議案第３９号

件　　名 議案等の概要 結  果

関係法の改正に伴う改正

指定する団体　株式会社　アイ・ラーニング
指定の期間　令和３年１０月１日から
　　　　　　　令和７年３月３１日
取 得 数 量　天体観測機器　一式
取 得 金 額　6,444,900 円
契約の相手方　田中光化学工業株式会社

原案可決
（賛成多数）
原案可決

（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

令和３年度国頭村一般会計補
正予算（第４号）
国頭村手数料徴収条例の一部
を改正する条例について

指定管理者の指定について
（やんばる学びの森）

天体観測機器備品の取得について

令和３年第8回 臨時会(10月)
議案番号

議案第５０号

議案第５１号

件　　名 議案等の概要 結  果

982 万 6千円の増額補正

運営体制の強化、運営の効率化及びサー
ビスの向上を図るため、料金改定を行う
必要があるため、条例の一部を改正する。
取得数量：円盤・ハンマー投用囲い１組
　　　　　足留材１台、サークル 1台
契約の相手方：株式会社　沖縄スポーツ

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（全会一致）

令和３年度国頭村一般会計補
正予算（第６号）

やんばる学びの森の設置及び
管理に関する条例の一部を改
正する条例について（再提案）

投てき場備品の取得について議案第５２号

2,370万6千円の増額補正

令和３年第7回 定例会(9月)
議案番号

議案第４０号

件　　名 議案等の概要 結  果
原案可決
(賛成多数）6,918万7千円の増額補正令和３年度国頭村一般会計補正

予算（第５号）

議案第４１号 原案可決
（全会一致）150 万円の増額補正令和３年度国頭村簡易水道特別

会計補正予算（第１号）

議案第４３号 原案可決
(賛成多数）

国頭村産農林水産物等の消費拡大を推進
するため、条例を制定する

国頭村産農林水産物等消費拡大
推進条例の制定について

議案第４４号 原案可決
(賛成多数）

国頭村の辺地に係る公共施設を総合的に
整備するため、総合整備計画を策定する

国頭村辺地第八次総合整備計画
について

議案第４５号 原案可決
(賛成多数）

今回変更による減額　　　　 458,370 円
変更後の契約金額　　　　12,463,000 円

東部周遊拠点施設整備（物販等）備品
購入業務物品売買契約の変更について

議案第４６号 原案可決
(賛成多数）

今回変更による増額　　　   4,730,000 円
変更後の契約金額　　　  177,430,000 円

かいぎんスタジアム国頭電光掲示板
改修工事請負契約の変更について

議案第４７号 同　意
(全会一致）浦崎　葉子（辺士名区）国頭村教育委員会委員の任命に

ついて

議案第４９号 原案可決
（全会一致）

今回変更による増額　　　1,268,300円
変更後の契約金額　　　7,713,200円

天体観測機器備品購入契約の
変更について

認定第１号 認定
（賛成多数）

歳　入　総　額 74億5,523万3千円
歳　出　総　額 71億2,366万 円
差　　引　　額 3億3,157万3千円
繰　　越　　額 83,765千円
実 質 収 支 額 2億4,780万8千円

令和２年度国頭村一般会計歳入
歳出決算認定について

認定第２号 認定
（全会一致）

歳　入　総　額 7億435万1千円
歳　出　総　額 7億435万1千円

令和２年度国頭村国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

認定第３号 認定
（全会一致）

歳　入　総　額 1億6,092万1千円
歳　出　総　額 1億4,374万6千円
差　　引　　額 1,717万5千円
繰　　越　　額 919万3千円
実 質 収 支 額 798万2千円

令和２年度国頭村簡易水道特別
会計歳入歳出決算認定について

認定第４号 認定
（全会一致）

歳　入　総　額 5,702万9千円
歳　出　総　額 5,390万6千円
差　　引　　額 312万3千円
繰　　越　　額 0円
実 質 収 支 額 312万3千円

令和２年度国頭村後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

発議第４号 原案可決
（全会一致）

国頭村議会会議規則の一部改正
について

議案第４８号 原案可決
（全会一致）

契約の方法　指名競争入札
契 約 金 額　87,780,000円
契約の相手方　株式会社　北勝建設

国頭村新庁舎建設（正面車寄）
工事請負契約について

議案第４２号 原案否決
（賛成少数）

運営体制の強化、運営の効率化及びサー
ビスの向上を図るため、料金改定を行う
必要があるため、条例の一部を改正する。

やんばる学びの森の設置及び管
理に関する条例の一部を改正す
る条例について

育児、介護など議会への欠席事由を整備
するとともに、出産に係る産前・産後の欠
席期間を規定する。また、議会への請願手
続きについて、押印の義務付けを見直し、
署名又は記名押印に改める。

報告第 ４ 号 報告

報告

地方自治法第 180 条第２条の規定による
報告

議会の委任による専決処分の報告に
ついて（国頭村旧庁舎等解体工事）

報告第 ６ 号 報告地方自治法第２４３条の３第２項の規定
による報告

令和２年度沖縄県町村土地開発公社事
業報告及び決算報告書の報告について

報告第 ８ 号 報告地方自治法第２４３条の３第２項の規定
による報告

令和２年度国頭村観光物産株式会社営
業報告及び決算報告書の報告について

報告第 ９ 号 報告国頭村債権管理条例第１０条第２項の規
定による報告

令和２年度放棄した債権の報告
について

報告第 ７ 号 報告
地方公共団体の財政の健全化に関する法
律第３条第１項及び第２２条第１項の規
定による報告

令和３年度に公表する財政健全
化判断比率及び資金不足比率の
報告について

報告第 ５ 号 地方自治法第１８０条第 2条の規定によ
る報告

議会の委任による専決処分の報告に
ついて（東部周遊拠点施設整備（交流
棟）建設工事）

意見書第３号 原案可決
（全会一致）

コロナ禍による厳しい財源状況
に対処し地方税財源の充実を
求める意見書

地域の実情に応じた行政サービスを安定
的かつ持続的に提供していくため、地方
交付税等の一般財源総額の確保・充実を
強く国に求める
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採決の結果議案番号・件名

❸

議案第36号
令和３年度国頭村一般会計補正予算（第４号）

原案可決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ×  －

議案第40号
令和３年度国頭村一般会計補正予算（第５号）

原案可決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

議案第42号
やんばる学びの森の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について

原案否決
（賛成小数） ○ × × ○ ○ × × ○ ×  －

議案第４３号
国頭村産農林水産物等消費拡大推進条例の制定について

原案可決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

議案第44号
国頭村辺地第八次総合整備計画について

原案可決
（賛成多数） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

議案第４５号
東部周遊拠点施設整備（物販等）備品購入業務物品売買契約の変更について

原案可決
（賛成多数） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

議案第４６号
かいぎんスタジアム国頭電光掲示板改修工事請負契約の変更について

原案可決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

認定第１号
令和２年度国頭村一般会計歳入歳出決算認定について

原案可決
（賛成多数） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

議案第51号
やんばる学びの森の設置及び管理に関する条例の一部
を改正する条例について（再提案）

原案可決
（賛成多数） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×  －

令和３年第6回 臨時会(8月)
議案番号

議案第３６号

議案第３７号

議案第３８号

議案第３９号

件　　名 議案等の概要 結  果

関係法の改正に伴う改正

指定する団体　株式会社　アイ・ラーニング
指定の期間　令和３年１０月１日から
　　　　　　　令和７年３月３１日
取 得 数 量　天体観測機器　一式
取 得 金 額　6,444,900 円
契約の相手方　田中光化学工業株式会社

原案可決
（賛成多数）
原案可決

（全会一致）

原案可決
（全会一致）

原案可決
（全会一致）

令和３年度国頭村一般会計補
正予算（第４号）
国頭村手数料徴収条例の一部
を改正する条例について

指定管理者の指定について
（やんばる学びの森）

天体観測機器備品の取得について

令和３年第8回 臨時会(10月)
議案番号

議案第５０号

議案第５１号

件　　名 議案等の概要 結  果

982 万 6千円の増額補正

運営体制の強化、運営の効率化及びサー
ビスの向上を図るため、料金改定を行う
必要があるため、条例の一部を改正する。
取得数量：円盤・ハンマー投用囲い１組
　　　　　足留材１台、サークル 1台
契約の相手方：株式会社　沖縄スポーツ

原案可決
（全会一致）

原案可決
（賛成多数）

原案可決
（全会一致）

令和３年度国頭村一般会計補
正予算（第６号）

やんばる学びの森の設置及び
管理に関する条例の一部を改
正する条例について（再提案）

投てき場備品の取得について議案第５２号

2,370万6千円の増額補正

令和３年第7回 定例会(9月)
議案番号

議案第４０号

件　　名 議案等の概要 結  果
原案可決
(賛成多数）6,918万7千円の増額補正令和３年度国頭村一般会計補正

予算（第５号）

議案第４１号 原案可決
（全会一致）150 万円の増額補正令和３年度国頭村簡易水道特別

会計補正予算（第１号）

議案第４３号 原案可決
(賛成多数）

国頭村産農林水産物等の消費拡大を推進
するため、条例を制定する

国頭村産農林水産物等消費拡大
推進条例の制定について

議案第４４号 原案可決
(賛成多数）

国頭村の辺地に係る公共施設を総合的に
整備するため、総合整備計画を策定する

国頭村辺地第八次総合整備計画
について

議案第４５号 原案可決
(賛成多数）

今回変更による減額　　　　 458,370 円
変更後の契約金額　　　　12,463,000 円

東部周遊拠点施設整備（物販等）備品
購入業務物品売買契約の変更について

議案第４６号 原案可決
(賛成多数）

今回変更による増額　　　   4,730,000 円
変更後の契約金額　　　  177,430,000 円

かいぎんスタジアム国頭電光掲示板
改修工事請負契約の変更について

議案第４７号 同　意
(全会一致）浦崎　葉子（辺士名区）国頭村教育委員会委員の任命に

ついて

議案第４９号 原案可決
（全会一致）

今回変更による増額　　　1,268,300円
変更後の契約金額　　　7,713,200円

天体観測機器備品購入契約の
変更について

認定第１号 認定
（賛成多数）

歳　入　総　額 74億5,523万3千円
歳　出　総　額 71億2,366万 円
差　　引　　額 3億3,157万3千円
繰　　越　　額 83,765千円
実 質 収 支 額 2億4,780万8千円

令和２年度国頭村一般会計歳入
歳出決算認定について

認定第２号 認定
（全会一致）

歳　入　総　額 7億435万1千円
歳　出　総　額 7億435万1千円

令和２年度国頭村国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

認定第３号 認定
（全会一致）

歳　入　総　額 1億6,092万1千円
歳　出　総　額 1億4,374万6千円
差　　引　　額 1,717万5千円
繰　　越　　額 919万3千円
実 質 収 支 額 798万2千円

令和２年度国頭村簡易水道特別
会計歳入歳出決算認定について

認定第４号 認定
（全会一致）

歳　入　総　額 5,702万9千円
歳　出　総　額 5,390万6千円
差　　引　　額 312万3千円
繰　　越　　額 0円
実 質 収 支 額 312万3千円

令和２年度国頭村後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

発議第４号 原案可決
（全会一致）

国頭村議会会議規則の一部改正
について

議案第４８号 原案可決
（全会一致）

契約の方法　指名競争入札
契 約 金 額　87,780,000円
契約の相手方　株式会社　北勝建設

国頭村新庁舎建設（正面車寄）
工事請負契約について

議案第４２号 原案否決
（賛成少数）

運営体制の強化、運営の効率化及びサー
ビスの向上を図るため、料金改定を行う
必要があるため、条例の一部を改正する。

やんばる学びの森の設置及び管
理に関する条例の一部を改正す
る条例について

育児、介護など議会への欠席事由を整備
するとともに、出産に係る産前・産後の欠
席期間を規定する。また、議会への請願手
続きについて、押印の義務付けを見直し、
署名又は記名押印に改める。

報告第 ４ 号 報告

報告

地方自治法第 180 条第２条の規定による
報告

議会の委任による専決処分の報告に
ついて（国頭村旧庁舎等解体工事）

報告第 ６ 号 報告地方自治法第２４３条の３第２項の規定
による報告

令和２年度沖縄県町村土地開発公社事
業報告及び決算報告書の報告について

報告第 ８ 号 報告地方自治法第２４３条の３第２項の規定
による報告

令和２年度国頭村観光物産株式会社営
業報告及び決算報告書の報告について

報告第 ９ 号 報告国頭村債権管理条例第１０条第２項の規
定による報告

令和２年度放棄した債権の報告
について

報告第 ７ 号 報告
地方公共団体の財政の健全化に関する法
律第３条第１項及び第２２条第１項の規
定による報告

令和３年度に公表する財政健全
化判断比率及び資金不足比率の
報告について

報告第 ５ 号 地方自治法第１８０条第 2条の規定によ
る報告

議会の委任による専決処分の報告に
ついて（東部周遊拠点施設整備（交流
棟）建設工事）

意見書第３号 原案可決
（全会一致）

コロナ禍による厳しい財源状況
に対処し地方税財源の充実を
求める意見書

地域の実情に応じた行政サービスを安定
的かつ持続的に提供していくため、地方
交付税等の一般財源総額の確保・充実を
強く国に求める
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令和2年度決算

一般会計歳入総額74億5,523万3千円

一般会計歳出総額71億2,366万円

一般会計歳入決算構成比

歳入

その他の依存財源
875万6千円
0.1％

国有提供施設等
所在市町村助成交付金
8,903万円
1.2％

※千円未満切り捨て等の関係で合計等は必ずしも一致しない

寄附金
1億2,882万8千円
1.7％

財産収入
5,940万6千円
0.8％

地方譲与税
3,481万7千円
0.5％

地方消費税
交付金
9,774万7千円
1.3％

諸収入
1億1,256万5千円
1.5％

諸収入
846万円
0.1％

村税
6億3,454万2千円
8.5％

村税
6億3,454万2千円
8.5％村債

8億8,509万5千円
11.9％

村債
8億8,509万5千円
11.9％

地方交付税
24億53万6千円
32.2％

地方交付税
24億53万6千円
32.2％

国庫支出金
11億9,555万9千円
16.0％

国庫支出金
11億9,555万9千円
16.0％

県支出金
5億212万1千円
6.7％

県支出金
5億212万1千円
6.7％

繰入金
7億5,544万6千円
10.1％

繰入金
7億5,544万6千円
10.1％

繰越金
4億9,686万7千円
6.7％

繰越金
4億9,686万7千円
6.7％

自主財源
30.0％

依存財源
70.0％

※その他の依存財源は、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡取得割交付金、法人事

業税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、分担金

及び負担金です。※その他の自主財源は、分担金及び負担金、使用料及び手数料です。

村民１人当たりの
納めた税金額は？
138,034円

内　訳
議会費
総務費
民生費
衛生費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
公債費
諸支出金

【参考】
令和3年3月末住民基本台帳
人口　　　　　  4,597人
 　  （外国人含む）

13,700円
497,9491円
238,753円
96,458円
91,252円
84,533円
110,454円
47,068円
163,083円
137,089円
69,751円

その他の自主財源
4,545万3千円
0.7％

村民１人当たりに
使われた金額は？
1,549,632円
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一般会計歳出決算構成比

※千円未満切り捨て等の関係で合計等は必ずしも一致しない

【会計支出の決算状況】

【普通会計に基づく財政指標】

（令和２年度決算） （単位：千円）

（単位：％）

歳入
決算額
（Ａ）

H24年度

7,455,233

704,351

160,921

57,029

8,377,534

84.6

9.8

0.20

H25 年度

84.0

8.8

0,20

H26 年度

87.2

7.8

0.20

H27 年度

78.1

6.9

0.20

H28 年度

85.4

6.5

0.21

H29 年度

79.7

6.4

0.21

H30 年度

87.7

6.5

0.21

R元年度

79.7

6.7

0.21

R２年度

80.0

6.8

0.22

歳出
決算額
（Ｂ）

7,123,660

704,351

143,746

53,906

8,025,663

形式収支
（Ａ）－（Ｂ）
（Ｃ）

331,573

0

17,175

3,123

351,871

実質収支
（Ｃ）－（Ｄ）
（Ｅ）

247,808

0

7,982

3,123

258,913

翌年に繰越
すべき財源
（Ｄ）

83,765

0

9,193

0

92,958

項  目

年  度

会  計

区  分

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

簡 易 水 道 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

　 計 　

経 常 収 支 比 率

実質公債費比率

財 政 力 指 数

用語の解説
経常収支比率
財政構造の弾力性を表す比
率。人件費、扶助費、公債費
等の経常経費に村税、地方
譲与税、各種交付金等の経
常一般財源がどの程度充当
されたかを見る指標で、一
般的に70パーセント以下が
健全財源の目安です。

実質公債費比率
総務省が平成18年度から導
入した新しい財政指標で、
自治体収入に対する借金返
済額の比率をしめすもの。
従来の起債制限比率には反
映されなかった、一般会計
から特別会計への繰出金も
含まれ、自治体の財政実態
をより正確に把握できるも
のです。18パーセント以上
になると、新たに地方債を
発行して借金する際、財政
運営の計画をたてて国や県
の許可が必要となります。
また、25パーセント以上は
単独事業の地方税が一部認
められなくなり、起債制限
団体となります。

財政力指数
財政力の強さを表す指標
で、この数値が「１」以上あ
れば財源に余裕があり地方
交付税の不交付団体となり
ます。

歳出

議会費
6,298万7千円
0.9％

諸支出金
3億2,064万5千円
4.5％

総務費
22億8,696万4千円
32.1％

総務費
22億8,696万4千円
32.1％

民生費
10億9,754万6千円
15.4％

民生費
10億9,754万6千円
15.4％

衛生費
4億4,341万5千円
6.2％

衛生費
4億4,341万5千円
6.2％

農林水産業費
4億1,948万6千円
5.9％

農林水産業費
4億1,948万6千円
5.9％

商工費
3億8,859万7千円
5.5％

商工費
3億8,859万7千円
5.5％

土木費
5億775万8千円
7.1％

土木費
5億775万8千円
7.1％

消防費
2億1,637万2千円
3.0％

消防費
2億1,637万2千円
3.0％

教育費
7億4,969万1千円
10.5％

教育費
7億4,969万1千円
10.5％

公債費
6億3,019万
7千円
8.8％

公債費
6億3,019万
7千円
8.8％
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■問 ■問
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■問■問

■問

知花 正寛
議員

ビ
ー
チ
の
シ
ャ
ワ
ー
の
有
料
化
に
つ
い
て

  

村
民
か
ら
の
問
題
提
起
が
あ
り
、令

和
２
年
１２
月
定
例
議
会
で
質
問
し
た
。令

和
３
年
５
月
の
大
型
連
休
中
に
辺
土

名
・
桃
原
の
ビ
ー
チ
の
利
用
者
が
増
加
し

一
部
マ
ナ
ー
の
悪
さ
な
ど
の
状
況
か
ら
、

７
月
１８
日
の
新
聞
に
、村
長
は「
シ
ャ
ワ
ー

設
備
の
有
料
化
を
検
討
し
た
い
」と
の
報

道
が
あ
っ
た
。シ
ャ
ワ
ー
の
有
料
化
の
実

現
へ
の
取
組
は
。

  

知
花
靖
村
長

次
年
度
以
降
、有
料
化
に
向
け
た
整

備
を
検
討
す
る
。

密
漁
対
策
に
つ
い
て

  

密
漁
の
取
り
締
ま
り
は
、警
察
、海

上
保
安
本
部
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
、市

町
村
、沖
縄
県
、漁
協
、漁
業
者
と
の
連

携
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考
え
る
。今
後

ど
の
よ
う
に
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
考

え
な
の
か
。

  

村
長

北
部
漁
協
密
漁
対
策
協
議
会
と
連
携

し
、法
令
違
反
を
取
り
締
ま
る
関
係
機

関
に
対
し
協
議
す
る
場
を
設
け
て
い
く
。

  

密
漁
の
悪
質
者
を
迅
速
に
現
行
犯

検
挙
の
体
制
を
構
築
す
る
に
は
、国
頭
漁

協
管
内
へ
の
海
上
保
安
本
部
の
駐
在
所

の
早
期
設
置
に
向
け
て
政
府
や
沖
縄
県

な
ど
の
関
係
機
関
に
要
請
す
べ
き
で
あ

る
。  

村
長

村
と
し
て
も
、第
１１
管
区
海
上
保
安
本

部
に
対
し
、国
頭
漁
協
と
連
携
し
協
議

を
続
け
て
い
き
た
い
。

  

漁
業
法
が
改
正
さ
れ
罰
則
が
大
幅

に
強
化
さ
れ
て
も
密
漁
が
横
行
し
て
い

る
こ
と
は
、改
正
法
の
厳
正
な
適
用
が
な

さ
れ
ず
、全
く
機
能
せ
ず
形
骸
化
し
て
い

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。村
長
は
密
漁

再
発
防
止
対
策
と
し
て
改
正
法
の
厳
正

な
適
用
を
政
府
や
沖
縄
県
な
ど
の
関
係

機
関
に
要
請
す
べ
あ
る
。

  

村
長

　
現
在
、密
漁
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い

る
。今
後
も
密
漁
が
減
ら
な
い
状
況
が
続

け
ば
関
係
機
関
に
対
し
、改
正
法
の
厳
正

な
適
用
に
つ
い
て
要
請
を
検
討
し
て
い
く
。

奥
区
公
民
館
の
改
築
に
つ
い
て

  

平
成
３０
年
１２
月
定
例
議
会
、令
和
元

年
１２
月
定
例
議
会
で
質
問
し
た
。前
村
長

か
ら「
今
後
財
産
処
分
の
方
向
性
が
つ
き

次
第
、奥
区
や
財
政
当
局
と
調
整
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
」と
の
答
弁
が
あ
っ

た
。そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

  

村
長

財
産
処
分
の
結
果
が
解
決
で
き
次
第
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

比
地
長
尾
土
地
改
良
区
の
灌
漑
施
設

に
つ
い
て

  

令
和
３
年
６
月
定
例
議
会
で
建
設

課
長
か
ら「
事
業
化
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
」と
の
答
弁
あ
り
、村
長
か
ら
は「
役

場
内
の
関
係
部
署
、農
家
と
Ｊ
Ａ
を
含

め
話
し
合
の
場
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、ど
う

い
っ
た
方
法
が
で
き
る
か
役
場
内
で
検
討

し
て
い
く
」と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。早
急
に

話
し
合
い
の
場
を
立
ち
上
げ
灌
漑
施
設

建
設
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

  

村
長

現
在
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、農

家
の
集
ま
り
や
す
い
時
期
に
意
見
交
換

会
を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

慰
霊
塔
及
び
周
辺
整
備
等
に
つ
い
て

  

来
年
の
復
帰
５０
周
年
記
念
を
契
機
に
、

さ
き
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
先
人
た

ち
の
御
霊
が
眠
る
慰
霊
塔
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
及
び
周
辺
整
備
を
し
て
、平
生
か
ら
遺

族
ら
村
民
が
気
軽
に
訪
れ
る
霊
園
の
よ

う
な
慰
霊
塔
に
す
べ
き
で
あ
る
。

  

村
長

　
周
辺
の
桜
並
木
も
含
め
た
形
で
の
一

体
的
な
公
園
化
を
、費
用
の
捻
出
を
含

め
計
画
を
検
討
し
て
い
く
。

復
帰
記
念
闘
争
碑
の
管
理
に
つ
い
て

  

令
和
３
年
６
月
定
例
議
会
で「
村
で

復
帰
記
念
闘
争
碑
を
管
理
す
べ
き
で
あ

る
」と
の
質
問
に
対
し
、村
長
は
村
管
理

の
明
言
を
避
け
た
。村
長
は「
村
で
復
帰

闘
争
碑
を
管
理
す
る
」と
明
言
す
べ
き
で

あ
る
。村

長

　
来
年
、祖
国
復
帰
５０
周
年
と
い
う
節
目

の
年
に
、村
で
管
理
を
す
る
こ
と
で
進
め

て
い
く
。

９月の定例議会 一般質問

❻



山城 弘一
議員

■問■問

■問

答

答答

答 ■問

一般質問 ９月の定例議会

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
よ
る
一
次
産

業
の
活
性
化

  

村
民
全
体
の
所
得
の
向
上
に
向
け
、

特
に
一
次
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
に

は
、
増
加
す
る
観
光
客
に
対
し
て
村
の
農

産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
、
農
家
の
所
得
向
上
に
つ

な
げ
る
戦
略
を
検
討
す
る
協
議
会
の
立

ち
上
げ
が
必
要
と
思
う
が
、
行
政
の
考

え
は
。

  

知
花
靖
村
長

増
加
す
る
観
光
客
に
対
し
て
村
の
農

畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
し
販
売
促
進
を
行
う
に

は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
は
追
い
風
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
関
係
機
関
が
参
加
し

て
い
る
地
産
地
消
協
議
会
や
各
担
当
者

が
集
ま
る
作
業
部
会
の
場
で
、
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て
い
き
た

い
。  

漁
民
は
、
水
揚
げ
の
減
少
に
よ
り
経

営
の
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。
海
か
ら
見

る
国
頭
の
景
観
も
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ

り
、漁
協
、観
光
協
会
、行
政
が
連
携
し
、

遊
漁
船
を
活
用
し
た
取
組
を
進
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

  

村
長

国
頭
漁
協
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
組
合
員
か
ら
遊
漁
船
を
活
用
す
る

取
組
の
要
望
は
な
い
と
の
こ
と
。
観
光
協

会
に
お
い
て
も
遊
漁
船
の
活
用
は
検
討
さ

れ
て
な
く
、今
後
、組
合
員
か
ら
そ
う
い
っ

た
要
望
が
あ
っ
た
際
に
は
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

村
道
辺
戸
岬
線
の
整
備
を

  

以
前
か
ら
村
道
辺
戸
岬
線
の
整
備
の

必
要
性
は
議
論
さ
れ
て
、
設
計
も
で
き
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
費
用
対
効
果
で

予
算
の
め
ど
が
つ
か
な
い
と
以
前
に
説
明

が
あ
っ
た
。
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
に
よ

り
、
辺
戸
岬
へ
観
光
客
が
増
え
る
と
、
人
、

車
の
安
全
確
保
の
面
か
ら
も
、
歩
道
を
つ

け
た
村
道
辺
戸
岬
線
の
整
備
が
必
要
と

思
う
が
行
政
の
考
え
は
ど
う
か
。

  

村
長

村
道
辺
戸
岬
線
に
つ
い
て
は
、「
辺
戸

岬
周
辺
整
備
計
画
」
策
定
を
前
に
平
成

２３
年
度
に
２
車
線
・
歩
道
付
き
で
概
略

設
計
を
実
施
し
、
事
業
採
択
に
向
け
調

整
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
当
時
の
観
光
形
態
も
多
様

化
し
、
辺
戸
岬
入
域
客
の
減
少
な
ど
に

よ
り
補
助
事
業
の
採
択
上
位
で
あ
る
費

用
対
効
果
が
得
ら
れ
ず
、
断
念
し
た
経

緯
が
あ
る
。
令
和
３
年
７
月
に
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
村
内
へ
の
観
光
客

の
増
加
が
期
待
を
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
村

道
辺
戸
岬
線
を
含
め
各
村
道
の
道
路
状

態
、
利
用
状
況
等
を
調
査
し
、
整
備
改

良
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

  

以
前
に
こ
の
辺
戸
岬
整
備
計
画
の
中

で
、
海
の
拠
点
ゾ
ー
ン
と
い
う
こ
と
で
遊

漁
船
の
購
入
、
そ
し
て
釣
り
い
か
だ
の
設

置
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
冊
子
に
し
て
い

た
。
今
後
こ
う
い
っ
た
事
を
や
る
計
画
が

あ
る
の
か
。

  

村
長

確
か
に
以
前
、
遊
漁
船
だ
け
で
は
な
く

観
光
、周
遊
と
い
う
こ
と
で
、辺
戸
岬
周
辺
、

宜
名
真
の
漁
港
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
そ

の
と
き
に
漁
協
も
含
め
て
宜
名
真
の
漁
民

の
方
も
集
ま
っ
て
可
能
性
が
あ
る
の
か
様
々

検
討
し
た
。
コ
ー
ス
を
あ
る
程
度
回
っ
て
、

中
に
は
ガ
イ
ド
の
録
音
を
し
て
い
る
方
も
い

た
が
、
体
制
の
問
題
、
何
か
あ
っ
た
ら
ど

う
す
る
の
か
、
そ
の
あ
た
り
が
ク
リ
ア
で
き

な
く
て
実
際
は
実
行
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
世
界
自
然
遺
産
に
な
り
今
後
観
光
客
も

増
え
て
く
る
た
め
、
こ
の
遊
漁
船
、
あ
る
い

は
観
光
漁
船
に
つ
い
て
ま
だ
可
能
か
ど
う

か
、
し
っ
か
り
と
漁
協
組
合
、
関
係
者
と

再
度
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
思
っ
て

い
る
。

❼

村道辺戸岬線



■問

答

答 ■問

老人福祉センター

村道浜・鏡地海岸線

金城 幸男
議員

９月の定例議会 一般質問

❽

社
会
福
祉
協
議
会
及
び
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
改
築
計
画
は

社
会
福
祉
協
議
会
及
び
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
は
、昭
和
５３
年
度
に
建
設

さ
れ
４３
年
が
経
過
し
、長
年
の
歳
月
を

経
て
、現
在
に
お
い
て
は
屋
根
や
壁
、

床
等
の
剥
離
劣
化
等
、施
設
の
老
朽
化

が
著
し
く
大
変
危
険
な
状
況
に
あ
る
。

　
標
記
の
両
組
織
が
果
た
す
役
割
は
、

村
内
に
お
け
る
福
祉
事
業
、そ
の
他
の

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
健

全
な
取
組
や
活
動
の
活
性
化
に
よ
り
、

地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
老
人
に
対
し
各
種
の
相
談
に

対
応
し
、健
康
の
増
進
、教
養
の
向
上

を
図
り
、健
康
で
明
る
い
生
活
を
営
ま

せ
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、そ

の
活
動
拠
点
と
し
て
社
会
福
祉
協
議

会
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ぜ
ひ
な
く

て
は
な
ら
な
い
施
設
で
あ
る
。

　
両
施
設
の
改
築
に
つ
い
て
早
急
な

対
応
策
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、村
長

の
所
見
を
伺
う
。

知
花
靖
村
長

国
頭
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
５４
年
３
月
３１
日
完
成
し
、４２
年
が
経

過
を
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
１８
年
度
か

ら
国
頭
村
社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定

管
理
者
と
な
っ
て
お
り
、議
員
か
ら
も

あ
り
ま
す
よ
う
に
当
施
設
は
村
民
の
福

祉
・
健
康
・
教
養
等
の
増
進
、向
上
を
推

進
す
る
重
要
な
施
設
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
、こ
れ
ま
で
に
平
成
１９
年
度
に
ひ
び

割
れ
等
の
外
壁
工
事
。
平
成
２９
年
度
に

雨
漏
り
工
事
、ま
た
、利
用
者
か
ら
要

望
の
あ
り
ま
し
た
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋

式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
や
、令
和
３
年
度

に
は
ト
イ
レ
内
手
す
り
の
設
置
を
行
い
、

不
具
合
箇
所
の
改
善
、使
い
勝
手
の
い

い
施
設
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
議
員
の
質
問
に
あ
り
ま
す
改
築
に
つ

き
ま
し
て
は
、今
後
の
更
新
に
つ
い
て
施

設
管
理
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、各

種
補
助
制
度
の
活
用
も
含
め
検
討
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

村
道
・
浜
・
鏡
地
海
岸
線
に
お
け
る

速
度
規
制
標
識
の
設
置
は

村
道
・
浜
・
鏡
地
海
岸
線
は
、ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
者
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
、多
く

の
方
々
に
利
用
さ
れ
、ま
た
交
通
面
に

お
い
て
は
ア
ク
セ
ス
道
路
の
利
便
性
か

ら
、年
々
交
通
量
が
多
く
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。そ
こ
で
心
配
さ
れ
る
の

が
、交
通
事
故
等
の
危
険
性
が
あ
り
、

そ
の
対
応
策
と
し
て
村
と
し
て
の
速
度

基
準
を
定
め
、道
路
の
左
右
に
速
度
規

制
標
識
の
設
置
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、村
長
の
所
見
を
伺
う
。

村
長

村
道
浜
鏡
地
海
岸
線
は
、ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
利
用
者
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ・
ジ
ョ

ギ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
、リ

ゾ
ー
ト
宿
泊
施
設
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
な
っ
て
お
り
、現
在
、コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
は
あ
り
ま
す
が
利
用
者
及
び
交
通

量
の
増
加
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、週
末
や
連
休
時
に
は
キ
ャ
ン

プ
等
で
の
利
用
者
も
増
え
て
お
り
、路

上
駐
車
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、看
板
に
よ
る
周
知
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
ま
し
て
は
、

標
識
に
よ
る
対
策
と
路
面
標
示
に
よ
る

対
策
等
が
あ
り
ま
す
が
、現
地
調
査
や

利
用
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、沖
縄
県

公
安
委
員
会
及
び
関
係
機
関
と
調
整

を
し
な
が
ら
、安
心
安
全
な
道
路
管
理

に
向
け
て
早
期
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。



■問

■問答

答

答 ■問

答 ■問

与儀 一人
議員

一般質問　９月の定例議会

❾

  

国
頭
村
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

  

推
進
事
業

  

国
頭
村
観
光
協
会
と
委
託
契
約

を
締
結
し「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
旅
の
祭
典
ｉ
ｎ
沖
縄
」に

ブ
ー
ス
出
展
及
び
国
頭
村
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
を
実
施
、国
頭
村
の
自
然
を
活

用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、飲
食
店

な
ど
の
情
報
を
提
供
し
、世
界
自
然
遺

産
登
録
を
見
据
え
た
商
談
を
実
施
と

の
こ
と
だ
が
、内
容
と
結
果
を
伺
う
。

  

知
花
靖
村
長

ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
旅

の
祭
典
ｉ
ｎ
沖
縄
で
は
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、旅
行
業
者
７
社
と
商
談
を
行
っ
た
。

　
周
遊
ツ
ア
ー
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
、村

内
宿
泊
か
ら
体
験
ま
で
を
扱
う
各
年

代
に
合
わ
せ
た
４
つ
の
プ
ラ
ン
、国
頭
村

に
来
て
ほ
し
い
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、観
光
協
会

が
協
力
で
き
る
こ
と
等
に
つ
い
て
提
案
。

そ
の
結
果
は
、ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
終
了
後
、７
社
へ
電
話
等
で
連

絡
を
し
積
極
的
に
国
頭
村
へ
の
旅
行
プ

ラ
ン
を
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

を
し
て
い
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
拡
大
に
よ
り
、商
品
化
ま

で
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
。今
年
７
月
、

正
式
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
、

や
ん
ば
る
の
認
知
度
が
高
ま
る
こ
と
か

ら
、さ
ら
に
商
品
化
へ
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

  

２
万
４
，０
８
０
人
来
場
し
、ブ
ー

ス
を
訪
れ
た
１
４
５
名
が
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
回
答
。国
頭
村
を
知
っ
て
い

る
一
方
、情
報
発
信
が
課
題
と
の
こ
と

だ
が
、取
組
成
果
を
伺
う
。

  

村
長

昨
年
度
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、観

光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
と
観
光
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
。

　
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
編
集
に
つ
い

て
は
、今
回
か
ら
観
光
協
会
で
企
画
編

集
を
行
い
、女
性
目
線
を
意
識
し
た
国

頭
村
で
の
過
ご
し
方
の
提
案
や
ス
イ
ー

ツ
等
の
紹
介
な
ど
こ
れ
ま
で
の
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
内
容
を

編
集
。ま
た
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
貼
り
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン

ク
が
可
能
と
な
り
、詳
細
の
内
容
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
情
報
発
信
ツ
ー

ル
を
強
化
。今
回
作
成
し
た
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
は
、国
頭
村
に
訪
れ
る
前
に

手
に
で
き
る
よ
う
に
県
内
の
ホ
テ
ル
、レ

ン
タ
カ
ー
会
社
へ
配
布
。観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
３
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と

リ
ン
ク
し
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
掲
載
で

き
な
か
っ
た
詳
細
情
報
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
の
端
末
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。今
後
は
、適
宜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
を
実
施
し
、新
鮮
か
つ
、魅
力
あ
る
国

頭
村
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

  

水
産
業
者
の
状
況
は

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
等
で
、飲
食

業
等
の
休
業
や
時
短
営
業
の
影
響
に

よ
り
、水
産
需
要
の
減
少
か
ら
競
り
値

が
下
落
し
て
厳
し
い
状
況
と
の
こ
と
だ

が
、現
在
の
状
況
を
伺
う
。

村
長

　
緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
に
よ
り
飲

食
店
が
休
業
等
に
伴
い
、仲
買
人
も
減

り
、競
り
値
が
下
落
し
、コ
ロ
ナ
以
前
と

比
較
す
る
と
、１
月
か
ら
８
月
の
期
間

の
水
揚
げ
量
と
水
揚
げ
金
額
は
、平
成

３０
年
度
１
２
４
ト
ン
で
、９
，９
２
６
万

７
千
円
、今
年
度
７６
ト
ン
、６
，０
５
６
万

２
千
円
と
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
状
況
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
生

活・旅
行
ス
タ
イ
ル
の
普
及
事
業
は

世
界
自
然
遺
産
登
録
を
き
っ
か
け

と
し
た
第
一
次
産
業
の
活
性
化
に
向

け
、遠
出
が
で
き
な
い
コ
ロ
ナ
禍
だ
か

ら
こ
そ
進
め
た
い
村
産
村
消
、今
こ
そ

地
元
巡
り
再
発
見
の
足
掛
か
り
と
な

る
よ
う
各
集
落
に
残
る
歌
碑
を
紹
介

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
作
成
中
で
、世

界
に
誇
る「
や
ん
ば
る
の
森
」だ
け
で

な
く
、国
頭
村
に
は
森
・
里
・
川
・
海
と

つ
な
が
る
雄
大
な
自
然
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
、そ
の
魅
力
を
存
分
に
伝
え
る

語
り
部
で
あ
る
ガ
イ
ド
事
業
者
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
と
の
こ
と
だ
が
、各
分

野
ガ
イ
ド
事
業
者
数
を
伺
う
。

村
長

　
昨
年
度
行
っ
た
普
及
啓
発
と
し
て
は
、

村
内
全
域
に
あ
る
歌
碑
を
巡
る「
国
頭

村
の
歌
碑
め
ぐ
り
」や
村
産
村
消
を
進

め
た「
く
ん
じ
ゃ
ん
む
ん
レ
シ
ピ
」等
が

あ
り
、各
分
野
の
事
業
者
数
は
、ネ
イ

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
１２
名
、森
林
セ
ラ

ピ
ー
２２
名
と
な
っ
て
い
る
。



■問答

答

答

■問

■問

渡口 直樹
議員

９月の定例議会 一般質問
本
村
の
財
政
状
況
と
今
後
の
計
画
は

  

本
村
の
課
題
と
さ
れ
る
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
財
政
運
営
に

つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
現
状
に
お
け
る
課
題
等
の
把
握
は
で
き

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
今
後
の
予
想
さ
れ
る
状
況
を
踏
ま
え
、

財
政
調
整
基
金
等
の
積
立
て
計
画
は
ど

の
よ
う
な
考
え
な
の
か
。
ま
た
、
財
政
の

中
長
期
計
画
に
つ
い
て
、
村
長
の
所
見
を

伺
う
。

  

知
花
靖
村
長

本
村
の
歳
入
財
源
は
地
方
交
付
税
や

国
庫
補
助
金
等
、
国
か
ら
の
資
金
提
供

が
大
き
く
占
め
て
お
り
、
自
主
財
源
確

保
が
課
題
と
な
る
。

　
歳
出
に
お
い
て
は
、人
件
費
、扶
助
費
、

公
債
費
の
義
務
的
経
費
の
負
担
や
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
整
備
及
び
公
共
施
設
の
老
朽

化
に
伴
う
財
政
負
担
が
予
想
さ
れ
る
。

　
今
後
の
経
済
変
動
や
地
域
社
会
の
状

態
の
変
化
も
考
慮
し
な
が
ら
、
次
年
度

に
お
い
て
、
第
二
次
国
頭
村
中
長
期
財

政
計
画
書
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
そ
の
た
め
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
計

画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
歳
入
・

歳
出
の
予
算
執
行
状
況
等
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
財
政
調
整
基
金
及
び
公
共
施
設

等
総
合
管
理
基
金
な
ど
を
計
画
的
に
積

み
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
課
題
と

基
金
活
用
は

寄
附
金
は
集
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

使
い
道
の
具
体
化
や
、
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
か
を
し
っ
か
り
と
発
信
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
主

な
活
用
実
績
や
情
報
発
信
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
ま
た
、
使
い
道
に
つ
い
て
は
、
村
民
の

福
祉
向
上
に
向
け
た
施
策
事
業
を
打
ち

出
し
、
明
確
化
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

思
う
が
、
村
長
の
所
見
を
伺
う
。

村
長

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
、

教
育
・
福
祉
・
文
化
・
産
業
・
村
政
一

般
に
分
け
、
村
の
施
策
等
も
含
め
使
途

に
つ
い
て
は
、
明
確
に
寄
附
者
へ
伝
え
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
こ
と
か
ら
、
寄
附
者
へ
は
、
こ
れ

ま
で
の
主
な
活
用
実
績
や
今
後
の
使
い
道

に
つ
い
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
、

寄
附
者
へ
も
情
報
を
発
信
す
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
基
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
を
機
に
、
ロ
ー
ド
キ
ル
、
密
猟

の
対
策
、外
来
種
の
駆
除
、野
犬
の
捕
獲
、

野
猫
の
保
護
に
よ
り
、
希
少
動
植
物
の

保
護
等
、
環
境
保
全
も
含
め
寄
附
者
の

意
向
に
沿
っ
た
形
で
活
用
を
し
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
情
報
発
信
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
、

以
前
に
議
員
か
ら
提
案
の
あ
り
ま
し
た
Ｑ

Ａ
Ｂ
デ
ー
タ
放
送
が
あ
る
。
各
家
庭
で
の

テ
レ
ビ
で
、
リ
モ
コ
ン
の
ｄ
ボ
タ
ン
を
押

す
と
国
頭
村
の
行
政
情
報
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
今
後
基
金
を
活
用
し
、

身
近
な
テ
レ
ビ
で
行
政
情
報
を
見
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

  
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

現
状
に
お
い
て
は
、
収
束
の
見
え
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
中
で
村
民
へ
の
影
響
に

よ
る
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
今
後
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
安

心
安
全
な
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
経
済

活
動
や
村
民
の
福
祉
向
上
に
向
け
た
取

組
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。
ま
た
、
去
っ
た
３
月
定
例
会
の
質
問

の
中
で
、
村
民
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
希
望

者
へ
の
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
検
査
に

要
す
る
経
費
に
対
し
、
助
成
金
の
考
え

は
な
い
か
等
に
つ
い
て
も
含
め
て
村
長
の

所
見
を
伺
う
。

  

村
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大
に
よ
り
、

「
緊
急
事
態
宣
言
」
再
々
の
延
長
に
よ
り
、

村
民
の
生
活
、
経
済
活
動
に
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
。

　
村
民
の
方
々
へ
は
、
引
き
続
き
不
要
不

急
の
外
出
を
控
え
、
手
指
の
消
毒
、
マ
ス

ク
の
着
用
、
休
祭
日
に
は
家
族
の
み
で
過

ご
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
を
し
て

い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
、１２
歳
以
上
か
ら
の
接
種
で
人
数
制
限

を
設
け
ず
、
多
く
の
村
民
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

　
ま
た
、
同
じ
く
感
染
拡
大
防
止
を
目

的
と
し
て
、
村
民
向
け
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
も

希
望
者
を
対
象
に
無
償
で
検
査
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
国
頭
村
、
国
頭
村
観
光
協

会
及
び
沖
縄
民
間
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
構
と

準
備
を
進
め
て
い
る
。

１０



答答 答 ■問■問■問

宮城 千賀子
議員

●（村内6年女子＋中学全女子）×1回の生理で1人が

 必要な枚数（3枚×5日）×10ヵ月（登校日数200日）

 ×普通の日用羽つきナプキンの単価

●94人×15枚×10ヵ月×11.3円＝

生理用品の常備にかかる費用は？
（大まかな試算）

この予算で常備可能!!
159,330円

一般質問 ９月の定例議会

生
理
に
伴
う
女
性
の
負
担
軽
減
を

コ
ロ
ナ
渦
で
経
済
的
な
理
由
か
ら
生
理

用
品
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
「
生

理
の
貧
困
」
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

生
理
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
タ
ブ
ー
視
さ

れ
て
き
た
が
、「
生
理
の
貧
困
」
が
頻
繁

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、「
生
理
の
困
り
事
」
も
可
視
化
さ
れ

て
き
た
。
こ
れ
を
機
に
、
生
理
用
品
の
無

料
配
布
や
無
料
設
置
に
自
治
体
や
各
種

団
体
が
活
発
に
動
き
出
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

も
生
理
に
関
す
る
女
性
の
声
が
発
信
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
女
性
が
一
生
で
経
験
す
る
生
理
は
、
12

歳
に
初
潮
を
迎
え
50
歳
で
閉
経
す
る
と

仮
定
す
る
と
、
約
38
年
間
で
四
五
〇
回
、

二
千
日
に
も
上
る
。
個
人
差
は
あ
る
も
の

の
、
こ
の
長
い
間
生
理
に
伴
う
頭
痛
・
腹

痛
・
腰
痛
な
ど
の
身
体
的
負
担
、
ま
た

は
経
血
の
漏
れ
の
不
安
・
月
経
前
症
候

群
に
よ
る
気
分
の
落
ち
込
み
・
生
理
休

が
取
り
づ
ら
い
な
ど
の
精
神
的
負
担
、
さ

ら
に
は
生
理
用
品
購
入
に
よ
る
経
済
的

負
担
等
々
、
生
理
に
伴
う
多
く
の
負
担

が
女
性
に
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
生
理
に
伴
う
女
性
の
負
担
軽
減
を
社

会
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ

り
、
村
と
し
て
も
対
応
で
き
る
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

　
真
っ
先
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

こ
と
と
し
て
、
村
内
小
中
学
校
の
女
子
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置
す
る
こ
と
。
身

体
が
未
発
達
な
就
学
期
の
子
ど
も
の
生

理
周
期
は
安
定
し
て
お
ら
ず
、
生
理
が

急
に
来
た
り
、
生
理
用
品
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
時
、
村
内
小
中
学
校
で

は
生
理
用
品
が
必
要
な
子
ど
も
に
対
し
、

保
健
室
で
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
す
み
ま
せ
ん
、
生
理
用
品
を
下
さ
い
」

と
言
う
こ
と
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
勇
気

の
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
学
び
の
場
で
あ

る
学
校
で
は
特
に
、
人
目
を
気
に
せ
ず
必

要
な
子
ど
も
が
必
要
な
時
に
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
だ
。

　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
ト
イ
レ
に
備

え
て
あ
る
の
と
同
様
に
、
女
子
ト
イ
レ
に

生
理
用
品
が
常
備
さ
れ
て
い
た
ら
、
安

心
し
て
学
校
に
通
え
、
精
神
的
負
担
を

取
り
除
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

  

本
村
の
「
生
理
の
貧
困
」
の
状
況
把

握
は
で
き
て
い
る
か
。

  

知
花
靖
村
長

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
生
理
用
品
を

確
保
し
に
く
い
方
々
と
は
、
低
所
得
者

層
に
潜
在
し
て
い
る
と
と
ら
え
、
村
県
民

税
非
課
税
世
帯
の
10
歳
か
ら
50
歳
女
性

と
分
析
し
、
そ
の
対
象
者
は
百
二
十
人

余
り
で
あ
る
。

  「
生
理
の
貧
困
」
の
取
り
組
み
は

村
長

　
生
理
用
品
の
無
料
配
布
を
村
立
保
健

セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
図
書
室
、

国
頭
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
既

に
設
置
し
て
お
り
、
周
知
に
つ
い
て
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
チ
ラ
シ
の

作
成
等
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

  

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
の
常
備
を

  
村
長

　
現
在
、
小
中
学
校
に
お
い
て
は
生
理

用
品
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、

保
健
室
に
来
室
し
て
も
ら
い
対
応
し
て
い

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
子
ど
も
や
保
護
者
か

ら
は
、
要
望
や
苦
情
等
は
無
い
。

　
学
校
で
は
４
年
生
以
上
の
子
ど
も
達

に
生
理
に
つ
い
て
の
授
業
を
実
施
し
て
お

り
、
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
養
護
教
諭
が
中

心
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い

関
わ
り
を
実
施
し
て
い
る
。

　
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
常
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
、
学
校

生
活
を
送
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、

心
理
的
、
身
体
的
負
担
な
ど
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
今
後
、
学
校
側

と
連
携
し
、
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。
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宮城 誠
議員

９月の定例議会 一般質問

１2

地
産
地
消
と
ふ
る
さ
と
市
の
活
用

消
費
者
の
農
林
水
産
物
・
加
工
品
に

対
す
る
安
心
・
安
全
志
向
が
高
ま
り
つ
つ

あ
る
中
、
本
村
は
、
農
地
、
海
、
山
、
川
、

す
ば
ら
し
い
環
境
条
件
に
恵
ま
れ
て
い

る
。
国
頭
村
地
産
地
消
促
進
基
本
計
画

が
作
成
さ
れ
、
い
よ
い
よ
本
村
も
世
界
遺

産
登
録
に
伴
い
、
地
元
食
材
の
よ
さ
を
深

く
考
え
見
直
す
機
会
が
来
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
将
来
、
地
産
地
消
計
画
に
よ
り
地
域

経
済
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
期
待

し
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

  

道
の
駅
「
ふ
る
さ
と
市
」
の
活
用
計

画
は
。

  

知
花
靖
村
長

ふ
る
さ
と
市
は
、
小
規
模
の
農
家
が

少
量
の
農
産
物
で
も
直
接
出
荷
す
る
こ
と

が
で
き
、
生
産
者
と
消
費
者
を
最
短
で
つ

な
ぐ
重
要
な
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
観
光

客
向
け
の
料
理
等
を
提
供
す
る
村
内
飲

食
店
の
利
用
も
見
ら
れ
、
地
産
地
消
の

促
進
及
び
農
家
所
得
向
上
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
先
日
、
ふ
る
さ
と
市
を
管
理
運
営
す

る
国
頭
村
観
光
物
産
株
式
会
社
か
ら
、

現
直
売
所
の
増
設
及
び
機
能
強
化
に
つ
い

て
の
要
望
書
を
受
け
て
お
り
、
支
援
す
る

方
向
で
今
後
検
討
し
て
い
く
。

  

生
産
者
と
消
費
者
を
結
び
つ
け
る
施

策
に
つ
い
て
。

  
村
長

村
産
農
林
水
産
物
に
ロ
ゴ
シ
ー
ル
を
貼

り
付
け
た
り
、
村
産
農
林
水
産
物
を
販

売
、
ま
た
は
料
理
等
を
提
供
し
て
い
る
店

舗
に
は
啓
発
用
の
の
ぼ
り
旗
を
掲
示
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
村
産
農
林

水
産
物
が
よ
り
身
近
に
な
る
よ
う
、
旬
の

カ
レ
ン
ダ
ー
を
村
内
各
学
校
や
、
公
共

施
設
、
飲
食
店
、
販
売
店
等
に
掲
示
し

て
い
る
。

　
今
後
は
、
多
く
の
消
費
者
に
村
産
農

林
水
産
物
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

村
産
物
の
よ
さ
を
伝
え
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

  

地
域
の
食
文
化
の
見
直
し
や
子
ど
も

た
ち
へ
の
食
に
対
す
る
教
育
を
進
め
る
思

い
は
あ
る
か
。

  

学
校
給
食
で
は
食
文
化
の
一
つ
と
し

て
、
郷
土
料
理
を
計
画
的
に
提
供
し
、

行
事
食
に
触
れ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

が
先
人
の
知
恵
や
地
域
の
よ
さ
を
理
解
し

て
ほ
し
い
と
の
考
え
で
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
毎
月
１７
日
を
「
ク

イ
ナ
の
日
」
と
し
て
、
１
日
に
提
供
す
る

献
立
の
食
材
を
村
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る

魚
や
肉
、
野
菜
な
ど
を
活
用
し
た
給
食

を
提
供
し
て
い
る
。

　
今
後
も
子
ど
も
た
ち
の
学
校
給
食
を

中
心
に
地
元
生
産
物
の
活
用
に
つ
な
げ
、

食
育
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

ハ
ブ
捕
獲
と
咬
傷
対
策

  

県
内
の
ハ
ブ
咬
傷
件
数
は
ピ
ー
ク
時

５
０
０
件
で
、
近
年
で
は
５０
件
余
り
に

減
少
し
て
い
る
。
死
亡
件
数
は
２０
年
以

上
出
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、農
地
や
県
道
、

農
道
な
ど
で
の
目
撃
情
報
が
頻
繁
に
聞
こ

え
る
。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ヤ
ン
バ
ル
３

村
に
は
ま
す
ま
す
世
界
各
国
か
ら
観
光

客
が
訪
れ
る
。
安
心
安
全
を
確
保
し
た

観
光
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
ハ
ブ
捕
獲

と
咬
傷
対
策
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
か
伺
う
。

  

村
長

　
地
域
住
民
と
来
訪
者
の
安
心
・
安
全

を
守
る
た
め
、
ハ
ブ
わ
な
の
設
置
を
行
い

捕
獲
に
努
め
て
い
る
。
ハ
ブ
捕
獲
件
数
は
、

令
和
元
年
度
２５
匹
、
令
和
２
年
度
も
同

じ
く
２５
匹
、
令
和
３
年
８
月
末
時
点
で

は
１６
匹
と
な
っ
て
い
る
。

　
周
知
広
報
と
し
て
、
沖
縄
県
に
お
い
て

毎
年
９
月
か
ら
１１
月
ま
で
の
期
間
を
「
ハ

ブ
咬
傷
防
止
運
動
」
月
間
と
定
め
、
村

内
行
政
無
線
に
よ
る
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
。

　
世
界
自
然
遺
産
登
録
で
来
訪
者
が
増

え
る
こ
と
や
住
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活

を
守
る
た
め
、
生
態
系
の
維
持
に
配
慮

し
つ
つ
、
引
き
続
き
沖
縄
県
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
捕
獲
対
策
等
に
努
め
て
い
き
た

い
。
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一般質問 ９月の定例議会

  

専
門
技
術
者
の
必
要
性
は

  

①
観
光
に
専
門
性
の
あ
る
職
員
が
必

要
だ
と
考
え
る
。②
農
業
に
は
「
公
社
」

で
農
業
専
門
家
に
よ
る
指
導
に
よ
り
収

益
性
の
あ
る
多
様
な
技
術
・
人
材
の
育

成
を
図
る
。
専
門
技
術
者
の
必
要
性
、

人
材
育
成
に
つ
い
て
、
ま
た
時
代
に
即

し
た
国
頭
づ
く
り
の
た
め
に
、
縦
割
り
行

政
、前
例
主
義
の
見
直
し
に
繋
が
る「
機

構
改
革
」の
必
要
性
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

  

知
花
靖
村
長

地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
地
方
自

治
体
で
は
多
種
多
様
な
分
野
の
能
力
を

持
っ
た
人
材
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
観
光
専
門
の
職
員
グ
ル
ー
プ
や
農
業
の

専
門
知
識
を
有
し
た
人
材
確
保
に
つ
い
て

は
、
課
題
解
決
に
向
け
て
有
効
だ
と
考

え
る
が
、
限
ら
れ
た
財
源
や
定
員
管
理

も
踏
ま
え
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
機
構
改
革
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
行
政

需
要
や
施
策
に
対
応
す
る
た
め
次
年
度

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
専
門
職
を
呼
ん
で
き
た
ほ
う
が
い
い
の

か
、
今
の
組
織
を
次
年
度
に
向
け
て
し
っ

か
り
と
検
証
し
、
検
討
す
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
１４
番
に
お
け
る
赤
土
流

出
対
策
、
密
漁
防
止
対
策
の
進
捗

状
況
は

  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
１４
番
の
開
発
目
標
は
「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
に
海
洋
・
海
洋

資
源
を
保
全
し
、
持
続
可
能
な
形
で
利

用
す
る
」
と
あ
る
。
国
頭
漁
協
の
大
き

な
問
題
で
あ
る
赤
土
流
出
対
策
、
密
漁

防
止
対
策
に
つ
い
て
、
赤
土
流
出
、
赤
土

堆
積
、
密
漁
に
よ
る
水
産
資
源
の
枯
渇

は
重
大
な
局
面
に
あ
る
。
６
月
議
会
以

降
の
協
議
、
対
策
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

  

村
長

赤
土
流
出
対
策
に
お
い
て
は
、
７
月
に

漁
業
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
赤

土
の
流
出
・
堆
積
が
水
産
資
源
に
影
響

を
与
え
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
情
報
を
共

有
し
た
。

　
今
後
、
役
場
内
に
お
い
て
、
建
築
等

を
伴
う
開
発
、
自
然
災
害
、
農
地
、
住

環
境
等
、
赤
土
流
出
の
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
分
野
を
担
当
す
る
課
は
幾
つ
か

に
ま
た
が
る
の
で
、
現
状
の
把
握
及
び
、

対
策
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
。

　
赤
土
問
題
は
、
国
頭
漁
協
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
地

の
本
村
と
し
て
も
大
き
な
環
境
問
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

田
場
盛
久
経
済
課
長

村
と
し
て
も
大
宜
味
村
、
東
村
に
倣
っ

て
、
赤
土
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活

用
を
視
野
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

星
空
の
見
え
や
す
い
外
灯
設
置
は

  

与
論
町
で
は
星
空
観
光
の
推
進
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
観
光
施
設
周
辺
地
域
を

モ
デ
ル
地
区
に
し
て
、
光
害
を
軽
減
し
た

タ
イ
プ
の
防
犯
灯
へ
改
良
を
行
っ
て
い
る
。

　
改
良
す
る
こ
と
で
ま
ぶ
し
さ
が
軽
減
さ

れ
、
星
空
が
見
や
す
く
な
っ
た
、
足
元
は

明
る
く
照
ら
さ
れ
て
い
て
、
防
犯
灯
と
し

て
の
機
能
は
全
く
損
な
わ
れ
て
い
な
い
と

い
う
記
事
が
南
海
日
日
新
聞
に
載
っ
て
い

る
。
今
後
は
モ
デ
ル
地
区
の
住
民
や
観
光

客
の
意
見
な
ど
を
反
映
さ
せ
て
、
島
全

体
の
照
明
器
具
を
替
え
た
い
と
の
記
事
内

容
だ
。
国
頭
村
民
か
ら
は
現
在
の
外
灯

は
明
る
す
ぎ
て
ま
ぶ
し
い
と
い
う
声
も
あ

る
、
与
論
町
の
事
例
か
ら
所
見
を
伺
う
。

  

村
長

昨
年
１１
月
に
奥
ヤ
ン
バ
ル
の
里
に
て
、

星
空
に
や
さ
し
い
外
灯
の
実
証
実
験
を
し

た
。

　
使
用
し
た
外
灯
は
上
部
に
光
が
漏
れ

な
い
構
造
で
あ
り
、
利
用
者
の
夜
間
の
歩

行
に
も
支
障
が
な
く
、
安
全
性
も
確
保

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
観
光
施
設
内
へ

の
導
入
や
実
証
実
験
の
実
施
に
つ
い
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

  

山
城
修
総
務
課
長

与
論
町
は
積
極
的
に
そ
れ
を
進
め
て
い

る
先
進
地
で
あ
る
の
で
、
復
帰
５０
周
年
調

整
の
際
、
情
報
共
有
し
た
い
。
実
際
に

見
て
感
じ
て
、
そ
れ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に

取
り
入
れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
内
部

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

他
に
福
祉
・
教
育「
国
頭
村
若
者
未
来
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」、
村
内
放
送
難
聴
、
観
光
バ

ス
林
道
乗
り
入
れ
の
課
題
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
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世
界
自
然
遺
産
登
録
実
現
に
よ
る

期
待
と
課
題
へ
の
対
応

  

伊
部
岳
登
山
入
り
口
の
県
道
７０
号
線

近
く
に
ト
イ
レ
や
駐
車
場
の
整
備
計
画
は

あ
る
の
か
。

知
花
靖
村
長

ト
イ
レ
や
駐
車
場
等
の
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
に
な
ら
な
い

よ
う
、
利
用
と
環
境
保
全
の
両
方
の
観

点
か
ら
、
環
境
省
や
沖
縄
県
等
、
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

県
道
２
号
線
の
交
通
安
全
対
策
と
し

て
、
法
面
の
樹
木
の
伐
採
や
不
要
な
減

速
ゼ
ブ
ラ
箇
所
の
早
期
の
改
修
を
要
請

し
て
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

村
長

ロ
ー
ド
キ
ル
対
策
の
一
環
と
し
て
速
度

抑
制
、
走
行
音
に
よ
る
早
期
避
難
効
果

を
目
的
と
し
た
ゼ
ブ
ラ
帯
を
設
置
し
て
い

る
が
、
距
離
が
長
い
た
め
段
差
に
よ
る
振

動
で
救
急
搬
送
時
の
患
者
へ
の
負
荷
と
、

老
人
及
び
バ
ス
通
学
生
徒
へ
の
体
調
へ
の

影
響
、
ま
た
、
農
産
物
運
搬
に
よ
る
作

物
へ
の
損
傷
等
、
現
況
を
確
認
し
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
沖
縄
県
に
対
し
、
安
全
・

安
心
で
快
適
な
道
路
環
境
に
向
け
て
適

正
な
維
持
管
理
及
び
改
善
を
さ
ら
に
要

請
し
て
い
き
た
い
。

辺
野
喜
河
口
の
沖
合
に
消
波

離
岸
堤
の
建
設
を
求
め
る

  
台
風
な
ど
異
常
気
象
時
に
は
辺
野
喜

河
口
か
ら
高
波
が
上
流
へ
遡
上
し
、
河
川

の
水
位
上
昇
が
重
な
っ
て
河
川
が
氾
濫

し
、
住
宅
地
へ
の
浸
水
が
何
度
も
発
生
し

て
い
る
。
こ
の
河
川
か
ら
の
氾
濫
の
原
因

が
高
波
の
上
流
へ
の
遡
上
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。
県
に
対
し
、実
状
を
要
請
し
、

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
の
た
め
、
辺
野

喜
河
口
沖
合
に
消
波
離
岸
堤
の
建
設
実

現
に
尽
力
で
き
な
い
か
。

村
長

　
消
波
離
岸
堤
の
建
設
は
、水
深
、地
形
、

潮
流
な
ど
に
よ
り
局
部
的
な
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
こ
と
や
、
離
岸
堤
を
設
置
し
た

場
合
に
地
域
住
民
の
海
面
利
用
へ
の
影
響

も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
波
に
よ
る

河
川
氾
濫
の
被
害
状
況
等
を
地
域
へ
確

認
し
、
管
理
者
で
あ
る
県
へ
要
請
し
て
い

き
た
い
。

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
球
団
承
認

の
商
品
開
発
と
特
産
品
開
発
計
画
の

進
捗
はス

ポ
ー
ツ
団
体
の
村
内
合
宿
キ
ャ
ン

プ
の
誘
致
に
よ
る
経
済
的
な
波
及
効
果

を
高
め
る
た
め
に
、
商
品
開
発
と
特
産

品
開
発
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
現
在

の
取
り
組
み
の
進
捗
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。村

長

　
今
年
５
月
末
よ
り
、
泡
盛
ラ
ベ
ル
や

外
箱
の
デ
ザ
イ
ン
等
に
つ
い
て
調
整
を

行
っ
て
お
り
、
来
春
の
キ
ャ
ン
プ
時
の
販

売
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

だ
。
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
先
日
デ
ザ

イ
ン
案
が
出
来
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
日

本
ハ
ム
球
団
窓
口
と
承
認
に
向
け
た
手
続

き
、
調
整
を
進
め
て
い
る
。

　
国
頭
村
と
し
て
は
、
そ
の
泡
盛
の
販
売

に
よ
り
、
認
知
度
の
向
上
、Ｐ
Ｒ
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

米
軍
機
の
安
波
集
落
上
空
及
び
民
間

地
域
上
空
で
の
飛
行
訓
練
禁
止
を
求

め
る

  

２
０
２
１
年
８
月
２３
日
、
午
後
７
時

２５
分
頃
、
米
軍
ヘ
リ
２
機
が
や
ん
ば
る
学

び
の
森
方
向
か
ら
突
然
に
現
れ
、
轟
音

を
響
か
せ
て
、
赤
色
ラ
イ
ト
を
点
滅
さ
せ

な
が
ら
、
安
波
集
落
上
空
を
横
切
っ
て
マ

ハ
ン
タ
の
上
空
を
低
空
で
通
過
し
て
い
く

夜
間
飛
行
訓
練
が
目
撃
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
国
頭
村
議
会
は
北
部
訓
練

場
及
び
学
校
や
集
落
上
空
と
民
間
地
域

上
空
で
の
米
軍
機
の
飛
行
訓
練
の
禁
止
を

再
三
に
わ
た
っ
て
決
議
し
、
関
係
機
関
に

対
し
要
請
を
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
危
険
な
夜
間
飛
行
訓
練
が
民
間
地

域
の
集
落
上
空
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

誠
に
遺
憾
で
あ
り
、
容
認
で
き
る
問
題
で

は
な
い
。
村
民
の
生
命
と
財
産
及
び
生

活
の
安
寧
や
、
環
境
を
守
る
立
場
か
ら

村
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

村
長

　
今
後
、
同
様
な
事
例
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守
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も
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山城 正和
議員
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意見書第4号

海底火山噴火による漂着軽石に関する意見書

内閣総理大臣、内閣官房長官、国土交通大臣、農林水産大臣、環境大臣、

沖縄北方対策担当大臣、内閣府沖縄総合事務局長、沖縄県知事

1. 漂着軽石の現状把握はもとより、漂流軽石の経路の予測を行い、

 被害を最小限に抑えること。　　　

2. 漂着軽石により損害を被った個人や事業者への補償を行うこと。

3. 漂着軽石を国の費用負担で撤去すること。

4. 政府と自治体の連携体制の構築を図ること。

記

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和３年11月５日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県国頭村議会

　今年8月、小笠原諸島の海底火山「福徳岡ノ場」で発生した国内最大クラスの噴火によ

り大量の軽石が噴出され、海流の影響で西側へ移動し10月上旬以降、沖縄本島及び周辺

離島や奄美大島などに次々と漂着している。

　漂着した大量の軽石は、県内各地の漁港や海岸及び河川などに漂着しており、漁港が

覆い尽くされることで漁業者が出港することが出来なくなり、生け簀の魚が死んでいる

状況である。10月30日付けの地元新聞によると、県内16市町村で漂流軽石が漁港内に

流れ込むなど漁港関係者を中心に深刻な被害が出ていることが明らかになった。

　特に辺土名漁港の被害は全国的に大きく報道されており、漁船のエンジントラブルを

避けるため出港を控える状況が続いている。また、海岸や河川などにも多くの軽石が漂

着しており、景観・環境及び生態系等に大きな問題となっており、今後は更に多方面に被

害が拡大する可能性があり大変危惧しているところである。

　よって本村議会は、政府及び沖縄県において下記の事項について早急な対応を求める。

あて先

令和3年第9回臨時会（11月）  原案可決〈全会一致〉



議会傍聴へのおさそい
村議会は３月、９月、６月、１２月と年４回の定例議会が開催されま

す。12月定例会は12月１０日（金）開会予定です。日程が決まり次

第、ホームページでお知らせいたします。

※役場１階ロビーのテレビでも議会を視聴することができます。

一般質問の内容は
一般質問通告書の質問・答

弁を基本に（会議録に基づ

き）各議員でまとめ、議会広

報委員が確認したものを掲

載しています。

ゆゆゆゆゆゆゆゆゆんんんんんんんんんんんんたたたたたたくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
さびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびらさびら
ゆんたく
さびら
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～100年古酒の夢を育てます～
　旧与那トンネルを利用し泡盛の熟成貯
蔵をしている「ヘリオス酒造株式会社」と、
「やんばる酒造株式会社」の協力を得て、
2021年国頭村役場新庁舎完成と世界自然
遺産登録記念古酒の仕次の準備ができた。
　古酒は沖縄の平和の証として貴重な
文化遺産であり、各家庭でも古酒を育て
果報の世を願ってきた。世界に誇れる泡

盛文化を継承し、伝統的熟成技法の仕次で100年古酒を育ててみようではないか。
　只今、議長・副議長室にて熟成中の記念古酒。華やかな香りと芳醇な風味を増した頃、杯を
片手に村の発展と夢を熱く語り合いたいものだ。　　　　　　　　　　　　　山城　正和

1番目に
古いクース

2番目に
古いクース

3番目に
古いクース

仕次用
新　酒

※❶～❸へと順番に継ぎ足す仕次ぎの方法

❶❷❸

令和３年８月27日発行の議会だより第122号を次のように訂正いたします。
----- 議会だより第122号の訂正とお詫び -----

村民の皆様には、大変ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げます。

【６ページ与儀一人議員の一般質問への宮城明正副村長の答弁】

【誤】第2種特別地域以下については200ヘクタールまで切れると。場合によっては

 500ヘクタールまで切れることもある

【正】第2種特別地域以下については２ヘクタールまで切れると。場合によっては

 ５ヘクタールまで切れることもある

北部三村議会連絡協議会でこんなことやってます！！

　毎年度輪番制で各村議会が議員・事務局職員研

修会を開催。今年度は１１月１５日に国頭村で研修を

行った。講師に石垣安秀 氏（沖縄県町村議会議長

会事務局長）を招き「議会運営事例について」講演し

ていただいた。

　最新の事例を交えた具体的な内容で、今後の議

会運営等へ参考となり大変有意義な時間となった。 研修会の様子


